








Ⅰ.はじめに 

生存の質(quality of life)とは生存の量(quantiy of life)すなわち生存期間に対立する

概念で,暮しぶり(生活)の質を意味するが,これについての医学的に合意を得られた定義あ

るいは概念規定は現在なお明確ではない(van Dam FSAM)。内科の領域では患者の権利を中

心として,正常に感じ得る感性,冷静に考え,正しく判断し得るという,人間の尊厳性のうえ

に立つ生き方を全うするような包括的な terminal care が現状では重視されている傾向が

ある。 

併し小児では罹病後の余生のほうが,罹病前の期間よりも遥かに長い場合が少なくなく,ま

た白 

血病では“治療”と解される率が治療法の進歩によって最近は急速に上昇してきているの

で,今回この研究班での“生存の質”は,白血病の“治癒の質”"(qua1ity of cure)を主な

課題と考えて研究をすすめている。本年度の研究業績をまとめると次のようである。 


